


袴田氏の
第1次
再審請求
申立て

1981年
4月20日

静岡地裁が
再審を開始

2014年
3月27日

同日､袴田氏釈放

東京高裁が
検察官の

即時抗告を棄却、
再審開始決定を

支持

2023年
3月13日

裁判の
やり直しを行う
再審公判開始

2023年
10月27日

58年後

袴田氏の
死刑確定

1980年
12月12日

事件発生から

5点の衣類の写真など
確定審で提出

されていなかった
重要な証拠が
初めて開示

2010年
12月6日

再審開始決定が確定

検察官が
特別抗告をしなかったため

30年後死刑判決確定から

即時抗告

33年後第1次再審請求申立てから 9年後さらに

再審手続の⾧期化、当事者の高齢化

証拠開示のルールがないことが
えん罪被害者の迅速な救済を阻む

事件発生

1966年
6月30日

44年後死刑判決確定から

袴田氏の
第2次
再審請求
申立て

2008年
4月25日

再
審
法
の
不
備
に
よ
り
長
期
化
し
た
袴
田
事
件

袴田事件が浮き彫りにした再審法の不備と改正すべき4つのポイント

●再審における証拠開示の制度化

●再審開始決定に対する検察官の抗告（不服申立て）の禁止

・第２次再審請求審で初めて袴田さんの無実を示す証拠が多数開示
→事件から44年後、死刑確定から30年後

・2014年3月静岡地裁の再審開始決定に対し検察官が即時抗告
→東京高裁の取消し、最高裁の差戻しを経て9年後に再審開始決定が確定

再審無罪判決

2024年
9月26日

●手続規定の明文化

●証拠の保管・保存




